
1.事業細目:養殖漁業振興事業

2 .研究名:魚病対策指導・水産用医薬品適正使用指導事業

予算額 4，800千円

予算区分国補 1/2

3 .研究期間:昭59年度~昭63年度 4.担当者遠藤、藤岡、高橋

5 .目的

養殖業における魚病の発生、蔓延を防止し、魚病被害の軽減を図り、また医薬品の適正使用を徹

底して食品として安全な養殖魚の生産を確保し養殖業経営の発展と安定化を図る。

6 .方 法

(1) 防疫会議…一年 1回開催

(2) 地域防疫検討会・・ー・年 1回、湖東・北・南・

西、マス類の 5地域別

に開催

(3) 魚病講習会......年 1回開催

(4) アユ種苗ピブリオ菌保有調査

4~6 月野洲・北小松・浜分・尾上の各

蓄養池について検査

(5) Siga Fish Disease Newsの発行

(6) 魚病診断・巡回指導

7 .結果の概要

(1) 防疫会議

2月現在未実施(3月中旬開催予定)

議題(案)

① 昭和63年度魚病センター活動報告

② 水産用ワクチンの取扱いについて

① その他

(2) 地域防疫検討会

2月現在未実施(3月中旬開催予定)

議題(案)

① 昭和63年度魚病発生状況

① 水産用ワクチンの取扱いについて

① その他

(3) 魚病講習会

11月10日醒井養鱒場にて開催

「魚類の生体防御とワクチン・化学療法に

ついて」

宮崎大学 北尾忠利教授

(4) アユ種苗ビブリオ菌保有調査

4 ・5月については各月 4ヶ所、 6月につ

いては北小松・尾上の 2ヶ所について調査し

合計975検体についてすべて保菌は認められ

なかった。

36 

(7) 

(8) 

水産用医薬品適正使用指導

会議の時、巡回指導時、魚病診断時に随

時行う

養殖魚医薬品残留調査

アユ OA 20検体

SMM 20検体

ニジマス SMM 25検体

合計65検体について検査

(5) Siga Fish Disease News 

1988.4NQ18~1989.2地28まで11号発行( 2 

月21日現在)

(6) 魚病診断・巡回指導・医薬品適正使用指導

巡回 46件

検査 58件

電話 33件

合計 137件

(4/1~2/1) 

(7) 養殖魚医薬品残留調査

アユ OA 20検体全て残留なし

SMM 20検体全て残留なし

ニジマス SMM 25検体全て残留なし



8 .主要成果の具体的数値

1 988年魚病診断状況
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9 .今後の問題点

(1) 水産用医薬品の適正使用の指導の強化

(2) 魚病情報伝達系路の整備

(3) SIFlD Newsの充実

10.次年度の具体的計画

(1) 魚類防疫対策事業(国補)によりほぼ同じ内容で事業実施

(2) 水産用ワクチン実用化に伴うワクチン使用に対する指導の実施とワクチンに関する情報の伝達
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